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心を一つに前へ
〜最高の仲間と最高の思い出を〜

表紙写真：阿中体育祭

議会だより
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財
産
の
取
得

　「
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
機
材
」

内
容

　
ご
飯
を
炊
く
機
械
と
、
揚

げ
物
の
機
械
が
経
年
劣
化
し

た
た
め
、
必
要
機
材
を
購
入

す
る
も
の
で
す
。

取
得
財
産

・	

連
続
立
体
炊
飯
ム
ラ
シ

機
・
炊
飯
釜
下
降
機

　
炊
飯
能
力

　
３
０
０
㎏
／
時
間

・
連
続
揚
物
機

　
能
力

　
３
０
５
０
個
／
時
間

（
冷
凍
コ
ロッ
ケ
70ｇ
換
算
）

契
約
方
法

随
意
契
約

（
６
社
見
積
合
わ
せ
）

契
約
金
額

１
５
２
９
万
円

契
約
業
者

日
本
調
理
機
㈱

栃
木
営
業
所

管
理
期
間

令
和
3
年
9
月
1
日
か
ら

令
和
8
年
3
月
31
日

管
理
料
（
総
額
）

１
億
８
９
８
６
万
円

（
上
限
額
）

管
理
業
務

・
堆
肥
の
生
産
業
務

・
施
設
利
用
に
関
す
る
業
務

（
利
用
許
可
・
利
用
料
金

の
徴
収
等
）

・
施
設
の
維
持
管
理
業
務

・
施
設
の
管
理
運
営
業
務

な
ど
、
全
10
種
の
業
務
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
事
業
と
し
て

本
町
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
を
展
開
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

実
績

　
汚
水
処
理
施
設
で
発
生
す

る
汚
泥
や
、
地
域
か
ら
発
生

す
る
生
ご
み
、
家
畜
糞
尿
な

ど
の
有
機
性
廃
棄
物
の
堆
肥

化
事
業
を
、
全
国
41
か
所
の

施
設
で
設
計
、
施
工
、
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
管
理
委
託
施
設

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
概
要

名
称

共
和
化
工
株
式
会
社

代
表
者

吉
村　
俊
治　
氏

所
在
地

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

７
─
25
─
19

主
な
事
業

・	

上
下
水
道
施
設

・	

環
境
衛
生
施
設

・	

産
業
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設

・	

濁
水
処
理
施
設

・	

有
害
物
質
処
理
施
設

・	

堆
肥
化
施
設
の
計
画
、
調

査
、
設
計
、
施
工
、
監
理

・	

肥
料
、
農
産
物
の
生
産
、

販
売
な
ど

６月
定例会

可決
原
案
全
て
を

指定管理者が決まる
9月再稼働の土づくりセンター

第
４
０
８
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
定
例
会
は
、
令
和
3
年
5
月
31
日
か
ら
6
月
7
日
ま
で
の
8
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
任
命
同
意
（
教
育
委
員
）、
条
例
の
制
定
（
賠
償
責
任
・
押
印
）、
条
例
改
正
（
町
税
・
居
宅
介
護
・
介
護

予
防
・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
密
着
型
介
護
予
防
・
道
路
占
用
料
）、
補
正
予
算
（
一
般
会
計
・
宝
積
寺
駅
西
特

別
会
計
）、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
財
産
取
得
、
訴
え
の
提
起
、
陳
情
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
5
名
が
行
い
ま
し
た
。

民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
期
待

美
味
し
い
給
食
を

届
け
る
た
め
に

生ごみを発酵処理させ堆肥
としてリサイクル（益子町）
〔提供：共和化工㈱〕

更新されるフライヤー 更新される炊飯窯

詳しくは共和化
工㈱のホーム
ページを

真岡市リサイクルセンター
〔提供：共和化工㈱〕

益子町堆肥化施設
〔提供：共和化工㈱〕

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画
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人
事
案
件

教
育
委
員
の
任
命

　
教
育
委
員
の
野
中
直
子
氏

が
、
令
和
3
年
6
月
24
日
で

任
期
満
了
と
な
り
、
同
氏
を

再
び
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
結
果
、
全
員
一
致
で
再
任

を
同
意
し
ま
し
た
。

任
期令

和
3
年
6
月
25
日
か
ら

令
和
７
年
６
月
24
日

教
育
委
員
会
っ
て

何
し
て
る
の
？

・	

学
校
の
設
置

・	

教
員
の
任
命

・	

懲
戒
免
職
処
分
な
ど
人
事

・	

生
徒
の
入
学
、転
学
、退
学

・	

校
舎
施
設
、
設
備

・	

教
科
書
、
教
材
の
決
定

・	

学
校
給
食

・	

文
科
省
か
ら
の
学
校
へ
の

通
達
事
項
の
伝
達

な
ど
に
関
す
る
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

陳
情
審
査

北
児
童
公
園
の

改
善
に
関
す
る
陳
情

趣
旨

　
北
区
に
住
む
子
ど
も
た
ち

に
と
り
、
北
児
童
公
園
は
安

心
し
て
遊
べ
る
希
少
な
遊
び

場
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
態

と
し
て
公
園
の
衛
生・環
境・

充
実
度
は
高
い
と
言
え
ず
、

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
、

①
公
園
の
砂
場
の
縮
小
・
配

置
変
更
・
清
潔
の
確
保

②
複
合
遊
具
の
新
設

③
公
園
の
木
の
撤
去
も
し
く

は
低
木
化

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　
建
設
産
業
常
任
委
員
会
で

の
継
続
審
査

　
詳
細
は
、
Ｐ
７
の
建
設
産

業
常
任
委
員
会
審
議
に
記
載

内
容

　
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

に
つ
い
て
、
そ
の
職
務
を
行

う
に
つ
き
、
善
意
で
か
つ
重

大
な
過
失
が
な
い
場
合
、
条

例
で
定
め
る
賠
償
責
任
限
度

額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て

免
責
と
す
る
も
の
で
す
。

　
（
下
図
参
照
）

　

な
お
、「
職
務
を
行
う
に

つ
き
善
意
で
か
つ
重
大
な
過

失
が
な
い
場
合
」
と
は
、
一

般
的
に
は
、
軽
過
失
と
ほ
ぼ

同
じ
意
味
で
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
長
な
ど

が
、
違
法
な
職
務
行
為
で
、

当
該
地
方
公
共
団
体
に
損
害

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
を
認
識
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
認
識
し
な

か
っ
た
こ
と
で
、
著
し
い
不

注
意
が
な
い
場
合
を
指
し
、

軽
過
失
か
ど
う
か
は
最
終
的

に
住
民
訴
訟
等
を
通
じ
て
、

裁
判
所
が
判
断
し
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
地
方
公
共

団
体
の
長
な
ど
の
管
理
の
適

正
さ
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

過
酷
な
賠
償
額
な
ど
が
議
会

に
よ
る
債
権
放
棄
議
決
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
利
害
調
整
の
実
体

法
的
規
制
と
、
手
続
的
規
制

を
制
度
化
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
町
で

も
、「
町
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る

条
例
」
が
制
定
・
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
の
制
定

高
根
沢
町
長
等
の

　
損
害
賠
償
責
任
の

　
一
部
免
責
に
関
す
る条例

条
例
制
定
の
趣
旨

　
地
方
自
治
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
条
例
に
お
い
て
「
町

長･

委
員
会
の
委
員
・
職
員

な
ど
」
の
職
務
行
為
に
つ
い

て
、
賠
償
の
限
度
額
を
定
め

て
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
を

免
責
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
ま
し
た
。

指定管理者が決まる
町
に
損
失
を

与
え
る
こ
と
は

絶
対
ダ
メ
！

子
ど
も
の
遊
び
場

を
よ
り
快
適
に

本
町
の
教
育
の

根
幹
を
担
う

北児童公園（北区）

高根沢町長等の
給与及び旅費に
関する条例

再任
野中　直子　氏
（５期目）

免	責	額

町長等の損害賠償
責任限度額　　　

＝条例で定める額

⎧
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎨
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎩

町長等の
損害賠償
責任額

○条例で定める額は、地方自治法施行令で定める基準と同水準
区　分 条例で定める額

町長 基準給与年額×６
副町長、教育長、監査委員等 基準給与年額×４
農業委員会の委員等 基準給与年額×２
その他の職員 基準給与年額×１

※基準給与年額…	損害賠償責任の原因となった行為を行った年度の年間給与相当額

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画

（3）
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町民の負託に応えた各議員の賛否!!　第408回定例会
上程された議案＆概要
賛成：○　反対：×　欠席：欠

※　鈴木伊佐雄議員は議長のため採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
武
男

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

人事案件　議案第１号
・教育委員会委員の任命同意 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 欠〇 原案同意 P３
条例の制定　議案第２〜３号
・町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 原案可決 P３
・押印等手続きの見直し等の関係条例の整理に関する条例 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 欠〇 原案可決 ――
条例の一部改正　議案第４〜９号
・町税条例　・指定居宅介護支援等に関する条例
・指定介護予防支援等に関する条例
・指定地域密着型サービスに関する条例
・指定地域密着型介護予防サービスに関する条例
・道路占用料徴収条例及び法定外公共物管理条例

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 欠〇 原案可決 P７

令和３年度補正予算　議案第10〜11号
・一般会計　・宝積寺駅西第一土地区画整理事業特別会計 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 原案可決
指定管理者の指定　議案第12号
・土づくりセンターに係る指定管理者の指定 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 原案可決 P2,7
財産の取得　議案第13号
・給食センターに設置する調理器具の取得 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 欠〇 原案可決 P2,6
訴えの提起　議案第14号
・町有地上の建物収去及び土地明渡しの請求 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 原案可決 ――
陳情　受理番号21号
・北児童公園の改善に関する陳情書 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 継続審査 P3,7
議員発議　第１号
・議会決算特別委員会の設置 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 欠〇 原案可決 ――

小
オ
川
ガワ
智
トモ
也
ヤ
さん（石末）

傍聴者の声

表
紙
写
真
紹
介

　
写
真
は
、
６
月
19
日
に
開

催
し
た
阿
中
体
育
祭
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
規

模
縮
小
な
ど
の
制
限
が
あ
る

な
か
で
も
、
仲
間
と
力
を
あ

わ
せ
、
学
年
を
超
え
て
応
援

し
あ
い
、
生
徒
の
表
情
を
見

る
限
り
、
最
高
の
思
い
出
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
に
北
中
体
育

祭
も
行
わ
れ
、
俵
を
持
っ
て

走
る
競
技
は
、
郷
土
に
対
す

る
意
識
の
醸
成
を
図
る
工
夫

が
あ
り
、
北
中
だ
か
ら
こ
そ

の
、
素
晴
ら
し
い
体
育
祭
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
つ
ら
い
経
験

を
乗
り
越
え
、
し
っ
か
り
と

未
来
に
向
か
い
歩
め
る
よ
う
、

議
会
と
し
て
も
寄
り
添
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

米俵を持って青春を駆ける！（北中体育祭）

　
今
回
、
初
め
て
議
会
一
般
質
問

を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
な
ぜ
傍
聴
し
よ
う
か
と
思
っ
た

の
は
、
今
年
の
町
長
選
挙
に
少
し

だ
け
携
わ
り
、
そ
の
時
に
ど
の
よ

う
に
町
政
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

が
気
に
な
り
、
疑
問
に
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　
実
際
に
傍
聴
し
、
議
場
の
雰
囲

気
が
和
や
か
だ
っ
た
こ
と
は
意
外

に
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
執
行
部
が
、
議
員
の

質
問
内
容
が
事
前
通
告
に
よ
っ
て

分
っ
て
い
て
も
、
一
つ
一
つ
に
丁

寧
に
回
答
し
て
い
く
姿
を
見
て
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
が
一
生
懸
命
働
い

て
得
た
給
料
か
ら
徴
収
さ
れ
る
町

民
税
を
、「
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

ど
の
よ
う
に
予
算
を
組
ん
で
い
る

の
か
」
や
、「
ど
の
よ
う
な
姿
勢

で
議
員
の
方
達
が
議
論
し
て
い
る

の
か
」
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、「
見

て
、
聴
い
て
、
感
じ
て
」
も
ら
い
、

よ
り
一
層
町
政
に
興
味
を
持
つ
方

が
増
え
れ
ば
、
よ
り
良
い
町
に
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
７
回
臨
時
会

（4）



主
な
歳
入

〇
経
済
セ
ン
サ
ス
県
委
託
金

２
万
円

〇
一
般
寄
附
金

２
０
０
万
円

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

３
６
２
１
万
円

主
な
歳
出

〇
総
務
事
務
費　
　
63
万
円

〇
経
済
セ
ン
サ
ス
事
務
費

３
万
円

〇
松
谷
正
光
ド
リ
ー
ム
基
金

　
積
立
金　
　
２
０
０
万
円

　
こ
の
他
、
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
が

あ
り
ま
し
た
。

弁
護
委
託
料

補
正
額　
　
　
　
　
10
万
円

内
容

　
今
回
の
定
例
会「
議
案（
第

14
号
）」
の
訴
え
の
提
起
に

関
す
る
弁
護
士
料
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

Q
訴
訟
の
弁
護
委
託

料
は
裁
判
期
間
が

長
期
化
し
た
場
合
、
こ
の
予

算
で
対
応
で
き
る
の
か
？

A  

　
弁
護
士
と
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
対
応
で
き
る
と
回
答
を

得
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

〇
各
種
法
令
に
基
づ
く
利
用

・
地
方
税
法

〇
行
政
上
の
施
策
へ
の
利
用

・
経
済
政
策

・
環
境
政
策

・
雇
用
政
策

・
中
小
企
業
政
策

・
男
女
共
同
参
画

・
各
種
補
助
金

・
地
方
創
生
施
策

〇
地
方
公
共
団
体
で
の
利
用

・
産
業
振
興
施
策

・
交
通
計
画
策
定

・
経
営
改
善
指
導

・
工
業
団
地
開
発
計
画
、
企

業
誘
致
、
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
・
中
山
間
地
域

活
性
化
基
本
方
針
の
策
定

・
防
災
施
策

〇
民
間
企
業
に
よ
る
利
用

・
企
業
戦
略
の
策
定

・
地
域
開
発
の
広
報
資
料

図書の配列にも民間のノウハウが（中央図書館）

詳しくは、
町ホームページを

経済センサスの
詳細はこちら！

一
般
会
計補正

予
算

主
な
質
疑

総
務
課
長

裁
判
に
な
ら
な
い
の
が

一番

経
済
セ
ン
サ
ス
調
査
っ
て

何
に
利
用
さ
れ
る
の
？

経
済
セ
ン
サ
ス
？

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

　
　  

セ
ン
サ
ス
と
は

指
定
管
理
者
制
度
っ
て
な
ぁ
に
？

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
は
、

地
方
自
治
体
の
指
定
を
受
け

た
者
が
「
公
の
施
設
」
の
管

理
を
代
行
す
る
も
の
で
す
。

指定管理者制度活用施設
児童館・学童保育所

ちょっ蔵広場・宝積寺駅東西連絡通路

図書館３館・関連施設

福祉センター

道の駅たかねざわ　元気あっぷむら

エコ・ハウスたかねざわ

土づくりセンター（令和３年９月～）
　指定管理者の指定をしようとする時は、あらかじめ議
会の議決を経なければなりません。
　今回の６月定例会では、土づくりセンターの指定管理
者の指定について、審議しました。

　
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

と
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
施
設
の
有
効
活
用
、
管

理
経
費
等
の
縮
減
、
利
用
者

の
満
足
度
の
向
上
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
経
済
セ
ン
サ
ス
調
査
と
は
、

日
本
経
済
の
「
い
ま
」
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
で
、

す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
後
、
国
民
の
暮
ら
し

や
身
近
な
地
域
、
日
本
の

「
未
来
」
の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画
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主
な
歳
入

〇
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
交
付
金
（
国
）

　
（
事
業
費
分
）２２

７
５
万
円

　
（
事
務
費
分
）１

５
５
万
円

主
な
歳
出

〇
自
立
支
援
制
度
事
務
費

１
５
７
万
円

〇
高
齢
対
策
事
務
費

１
４
３
万
円

〇
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
費

２
０
０
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業
費

３
６
８
万
円

　
こ
の
他
、
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
が

あ
り
ま
し
た
。

補
正
額

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金２

２
７
５
万
円

事
務
費　
　

   

１
５
５
万
円

内
容

　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期

化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
生
活
の

支
援
を
行
う
観
点
か
ら
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

Q
生
活
支
援
特
別
給

付
金
の
対
象
者
と
、

給
付
完
了
予
定
時
期
は
？

A  

　
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
18
歳
未
満
の
児
童

な
ど
４
５
５
名
が
対
象
予
定

で
あ
り
、
給
付
額
は
1
人
一

律
5
万
円
。

　
本
年
6
月
の
所
得
税
確
定

で
給
付
者
が
確
定
し
、
8
月

中
に
は
給
付
完
了
を
目
指
し

て
い
る
。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
の
児
童
１
５
７
名
分

は
、
県
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

　
過
去
5
年
間
の
推
移
を
み

る
と
、
平
成
30
年
よ
り
７
％

台
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
栄
養
士
や
、
委

託
者
で
あ
る
イ
ー
ト
ラ
ン
ド

の
日
々
の
努
力
が
結
果
と
し

て
表
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
独
自
の
循
環
型
社
会

に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

給
食
施
設
設
備
管
理
費

補
正
額      

　
　
　
36
万
円

内
容

　
学
校
給
食
に
係
る
生
ご
み

を
、
本
年
9
月
か
ら
稼
働
す

る
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
処

理
す
る
手
数
料
で
す
。

Q
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
生
ご
み
処
理
量

は
、
ど
の
程
度
想
定
し
て
い

る
の
か
？

　
ま
た
、
生
ご
み
残
さ
い
の

割
合
と
課
題
は
？

A  

　
平
成
29
年
度
実
績
を
勘
案

し
、
月
3.5
ト
ン
で
想
定
し
た
。

　
残
さ
い
の
割
合
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
７
％
台
で
推
移

し
て
お
り
、
残
食
が
多
い
献

立
に
対
し
、
学
校
栄
養
士
が

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
課

題
を
共
有
し
て
検
討
し
て
い

る
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

子どもたちに美味しい給食を届けるため
暑い調理場で心を込めて調理

充分な栄養がとれる学校給食

一
般
会
計

    
補
正
予
算

主
な
質
疑

学
校
教
育
課
長

給
食
の
食
べ
残
し
は

多
い
の
か
な
？

環
境
に
配
慮
し
た
町

「
た
か
ね
ざ
わ
」

新
型
コ
ロ
ナ
に

　
　
　
負
け
る
な
！

7.40%
7.60%
7.80%
8.00%
8.20%
8.40%
8.60%

年間平均
残食率

年間平均残食率

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援
特別給付金

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声
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０
８
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伐採された園内の木
残りの木はどうする？

路側部に建つ電柱

　
都
市
整
備
課
よ
り
、
当
該

公
園
の
概
要
、
都
市
公
園
維

持
管
理
の
状
況
や
地
元
住
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
状
況
を

聴
取
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
の
意
見
は
、

・
要
望
の
内
容
は
理
解
で
き
る

・
今
後
の
公
園
の
維
持
管
理

は
ど
う
な
る
の
か

・
遊
具
の
老
朽
化
に
対
す
る

対
応
は

・
今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か

な
ど
、
多
様
な
意
見
が
出
ま

し
た
。

　
聴
取
内
容
と
委
員
意
見
を

合
わ
せ
て
議
論
し
た
結
果
、

地
元
自
治
会
か
ら
の
声
を
よ

く
聴
く
こ
と
や
、
町
の
公
園

全
体
を
確
認
し
て
判
断
す
る

こ
と
が
必
要
と
の
意
見
で
一

致
し
、
今
後
も
調
査
・
研
究

す
べ
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

北
児
童
公
園
の

　
改
善
に
関
す
る
陳
情

　
宝
積
寺
北
区
の
北
児
童
公

園
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
で
、

・
砂
場
の
縮
小
と
配
置
変
更

・
清
潔
の
確
保

・
複
合
遊
具
の
新
設

・
大
き
な
木
の
撤
去
・

　
低
木
化

を
求
め
る
も
の
で
す
。

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
指
定
管
理
者
の
指
定

Q
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
し
て
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

の
か
？

A  

　
以
前
は
、
委
託
業
務
と
し

て
Ｊ
Ａ
に
委
託
し
て
い
た
が
、

実
積
の
な
か
で
様
々
な
課
題

が
あ
っ
た
。

　
町
が
期
待
す
る
効
果
が
見

え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

改
善
を
図
る
た
め
に
は
民
間

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て

運
営
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
な
ど
、

価
値
を
上
げ
る
こ
と
を
期
待

し
て
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

道
路
占
用
料

補
正
額　
　
　
　
　
57
万
円

内
容

　
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
町
条
例
も
改
正

し
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら
、

占
用
料
の
単
価
改
定
が
施
行

さ
れ
、
道
路
占
用
料
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

Q
道
路
占
用
料
と
は
？

A  

　
道
路
に
工
作
物
を
設
け
る

時
は
、
占
用
料
を
徴
収
し
て

お
り
、
主
に
電
力
会
社
の
電

柱
や
地
中
管
な
ど
が
あ
る
。

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適

正
化
事
業
補
助

補
正
額　
　
　
　
　
12
万
円

内
容

　
鬼
怒
川
東
部
土
地
改
良
区

の
施
設
改
修
に
係
る
補
助
金

の
増
額
で
す
。

Q
土
地
改
良
区
の
施

設
改
修
補
助
金
は
、

今
後
さ
ら
に
増
額
す
る
こ

と
は
な
い
の
か
？

A  

　
設
計
に
基
づ
い
た
金
額
に

よ
り
、
町
負
担
額
を
算
出
し

て
い
る
。

　

複
雑
な
工
事
で
は
な
く
、

変
更
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
も
貴
重
な

収
入
源

こ
れ
以
上
改
修
工

事
の
増
額
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
ね

地
域
の
遊
び
場「
公
園
」

安
心
で
き
る
整
備
を

新
た
な
指
定
管
理
者

の
経
営
手
腕
に
期
待

主
な
歳
出

○
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
指
定
管
理
事
業
費

２
３
４
３
万
円

○
区
画
整
理
事
業

　
特
別
会
計
操
出
金

△
４
０
７
万
円

債
務
負
担
行
為

○
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
指
定　

管
理
事
業
費

1
億
６
６
４
３
万
円

　
こ
の
他
、
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宝
積
寺
駅
西
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
に
お
い
て
も
、
人
事
異
動

に
伴
う
補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

産
業
課
長

都
市
整
備
課
長

産
業
課
長

主
な
質
疑

審
査
内
容

審
議
結
果

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

一
般
会
計補正

予
算

陳
情
審
査

陳
情
内
容

け
や
き
一
本
は
伐
採
済
み

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声
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０
８
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町
政
を
問
う
！

５
人
の
議
員
が
登
壇

◆野中　昭一　議員…………………………………  9
①３期目の町政運営は

◆佐藤　晴彦　議員………………………………… 10
①インクルーシブが高まる高根沢へ

◆齋藤　武男　議員………………………………… 11
①園芸作物の生産対策は
②土地利用の基本方針は
③商標登録の取得を

◆小林　栄治　議員………………………………… 12
①本町のブランドを高める施策を

◆森　　弘子　議員………………………………… 13
①宝積寺旧市街地の整備方針は

一般質問って？
　一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で
政策的な論議をする場です。
　質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めるた
め、質問する議員も、受ける執行機関も十分な準備
が必要です。
　議員としては、質問の構想を練り理論構成をして、
その要旨を議長に通告する、通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含
め60分以内ですが、今回は、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、30分以内となりました。

　本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

一般質問の動画
　YouTubeで配信しています。各議員一般質問
のページにある二次元バーコード、または「高根
沢町議会　第408回」で検索を！
　DVDは図書館３館で貸出しています。
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広報誌がスマホで
見れて便利

「マチイロ」＆「栃木イーブッ
クス」を検索
詳しくは21ページをご覧ください。

「議会だより」
表紙写真募集

　写真は町内のイベントや人
物、風景を撮ったものをデータ
で提出してください。皆様のご
協力をお願いいたします。

次回の発行は１０月２０日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

トチギイーブックスHPマチイロHP

　会議録は、定例会及び臨時会の終
了後、約２ケ月後に発行しています。
　図書館３館で閲覧ができ、町ホー
ムページの「会議録検索システム」
からもご覧になれます。

会議録

会議録検索システム

議会だよりたかねざわ№155（2021年
４月号）の一部誤りのお詫びと訂正

　５ページ《注目される令和３年度事業》
の《地方創生／とちぎの星プロモーション
事業費》でご意見を伺いました「小島啓介
さん」ですが、氏名の漢字に誤りがありま
した。
　ここに訂正し、お詫び申し上げます。
　　　【誤】小島　啓介さん
　　　【正】小島　敬介さん



議　員
町
政
町
政野中　昭一

　
市
街
地
活
性
化
・
定
住
促

進
対
策
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
町
民
と
の
約
束
ど
お
り
、

都
市
計
画
税
は
廃
止
す
る
考

え
で
あ
る
。

　
廃
止
す
る
と
、
年
間
で
約

１
億
３
０
０
０
万
円
の
減
収

と
な
る
が
、
政
策
経
費
の
先

送
り
も
含
め
て
対
応
し
、
公

約
実
現
に
取
り
組
む
。

　

子
育
て
応
援
対
策
で
は
、

す
で
に
事
業
開
始
し
て
い
る
、

産
科
誘
致
・
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

設
置
事
業
で
、
よ
り
一
層
の

推
進
を
し
、
幼
稚
・
保
育
園

の
副
食
費
と
、
小
中
学
校
の

給
食
費
の
減
免
は
、
速
や
か

に
実
施
し
た
い
が
、
開
始
時

期
・
減
免
額
は
、
財
源
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
制
度
設

計
す
る
必
要
が
あ
り
、
財
政

状
況
を
見
極
め
て
考
え
る
。

　
土
地
改
良
事
業
は
、
一
般

論
と
し
て
長
期
間
と
な
る
。

・
地
域
関
係
者
の
合
意
形
成

１
～
３
年

・
事
業
計
画
の
作
成３

～
５
年

・
整
備
事
業

	

５
～
10
年

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
、

令
和
４
年
度
か
ら
設
置
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
推
進
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

事
業
費
は
、「
経
営
体
育

成
型
」
で
、
全
水
田
の
約
３
，

０
０
０
ha
を
整
備
し
た
場
合
、

町
と
地
元
の
負
担
金
は
90
億

円
程
度
必
要
と
な
る
。

　
今
年
度
中
に
、
令
和
2
年

度
の
決
算
状
況
を
見
極
め
て

基
金
を
創
設
し
、
来
年
度
以

降
も
財
政
状
況
を
見
極
め
、

積
み
増
し
し
て
い
く
。

町
長
が
掲
げ
た
選
挙
公

約
実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス

Ｑ
町
長
の
選
挙
公
約

「
農
業
振
興
対
策
」、

「
市
街
地
活
性
化
・
定
住
促

進
対
策
」、「
子
育
て
応
援
対

策
」
の
政
策
で
、
現
時
点
の

具
体
的
な
事
業
概
要
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
・
概
算
事
業
費
・

財
源
は
？

Ａ		

町
長

　
農
業
振
興
対
策
の
ス
マ
ー

ト
農
業
で
は
、
す
で
に
水
田

農
業
確
立
対
策
室
で
、
農
事

組
合
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
・

農
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
３
者

連
携
に
よ
る
実
証
実
験
を
始

め
て
い
る
。

　
今
年
９
月
ま
で
に
成
果
を

検
証
し
、
農
事
組
合
か
ら
の

要
望
調
査
な
ど
を
し
た
う
え

で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
の

補
助
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
２
期
目
に
は
、
少
人
数
で

も
行
政
へ
の
提
案
や
、
地
域

の
課
題
・
要
望
を
町
職
員
と

行
え
る
「
あ
な
た
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
取

り
組
ん
だ
が
、
現
在
ま
で
の

実
績
は
２
件
の
申
し
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

　
３
期
目
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
を
待
つ
必
要
は
あ
る

が
、
幅
広
い
層
の
町
民
の
声

を
聴
き
、
町
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

膝
を
交
え
た
意
見
交
換
が
で

き
る
場
の
創
出
に
向
け
、
検

討
す
る
よ
う
担
当
者
に
指
示

を
し
た
。

　
議
会
議
員
の
意
見
は
、
議

会
開
催
前
の
正
副
議
長
と
の

事
前
協
議
や
、
予
算
要
望
の

提
出
、
議
会
会
派
か
ら
の
政

策
提
言
な
ど
の
機
会
で
、
よ

り
一
層
、
議
会
と
執
行
部
の

風
通
し
の
良
い
関
係
が
築
か

れ
る
よ
う
努
め
る
。

町
民
と
共
に
歩
む
町
政
を

Ｑ
２
期
目
の
反
省
点

を
踏
ま
え
た
、
３

期
目
の
抱
負
は
？

Ａ		

町
長

　
下
野
新
聞
の
町
長
選
挙
解

説
に
、「
各
年
齢
層
の
町
民

と
ひ
ざ
を
交
え
、
議
会
議
員

の
意
見
に
も
真
摯
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
の

記
事
が
あ
っ
た
。

　

１
期
目
の
町
長
就
任
後
、

町
民
の
声
を
聞
き
町
政
運
営

に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
、「
町

政
懇
談
会
」
を
毎
年
開
催
し

て
い
た
が
、
参
加
者
は
非
常

に
少
な
い
結
果
で
あ
り
、
平

成
29
年
に
廃
止
し
た
。

問３期目の町政運営は
　答【町長】幅広い町民の声を町政運営に反映

ドローンは農業のスタンダードに
（除草剤散布）

昭和46年に開始した土地改良の完成を記念し
建立した石碑

整備完了した宝積寺駅西第一土地区画

町民との対話は大切（みんなの広場イベントにて）
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議　員
福
祉
福
祉

　
ま
た
、
人
権
教
育
を
推
進

し
て
お
り
、
多
様
な
人
々
が

認
め
合
う
社
会
に
つ
い
て
学

び
、「
多
様
性
」
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　

教
育
環
境
で
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

で
の
教
室
環
境
づ
く
り
も

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
特
別
支
援
教
育

を
継
続
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
新
た
な
概
念
で
あ

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
関
す
る

理
解
促
進
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
教
員
に
対
し
今
後
策
定

さ
れ
る
「
町
地
域
経
営
計
画

２
０
１
６
後
期
計
画
」
の
学

校
教
育
施
策
と
、
取
り
組
む

べ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
周

知
・
啓
発
し
て
い
く
。

Ａ		

教
育
長

　
近
年
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
は
特
に
重
要
視
し
て
い

る
考
え
方
で
、
国
は
従
来
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
特
別

支
援
教
育
」
を
更
に
充
実
さ

せ
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

を
推
進
し
て
い
る
。

　
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
「
多
様
な
学
び
の
場
」
の

提
供
と
、
可
能
な
限
り
障
が

い
を
持
つ
児
童
生
徒
と
障
が

い
を
持
た
な
い
児
童
生
徒
が

同
じ
場
で
学
ぶ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
学
校
教
育
の

重
要
課
題
と
し
て
、
特
別
支

援
教
育
を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
視
点
で
積
極
的
に
推

進
し
て
き
た
。

　
多
様
な
学
び
の
場
の
提
供

で
は
、「
特
別
支
援
学
級
」

や
「
通
級
に
よ
る
指
導
」、

本
町
独
自
の
「
個
別
の
支
援

教
室
」
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　
同
じ
場
で
学
ぶ
こ
と
で
は
、

特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒

が
、
通
常
の
学
級
の
児
童
生

徒
と
同
じ
場
で
学
ぶ
「
交
流

学
習
」
を
取
り
入
れ
、
共
生

社
会
の
基
礎
を
形
成
す
る
場

と
な
っ
て
い
る
。

時
代
に
あ
っ
た
公
園
へ

Ｑ
町
が
設
置・
管
理
す

る
公
園
を
、イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
に
再
整
備

し
、子
育
て
に
や
さ
し
く
、誰

も
が
利
用
で
き
る
公
園
に
し

て
は
？

Ａ		

町
長

　
近
年
の
公
園
整
備
は
、
地

元
説
明
会
の
実
施
で
、
住
民

の
意
見
・
要
望
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
多
目
的
ト
イ
レ

へ
の
更
新
・
園
路
整
備
・
ス

ロ
ー
プ
設
置
な
ど
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
障
が
い
の
有
無

や
年
齢
・
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
多
種
多
様
な
方
が
利
用

で
き
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

公
園
」の
観
点
か
ら
す
る
と
、

十
分
な
整
備
で
は
な
い
。

　
今
後
の
整
備
で
は
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
観
点
を

十
分
反
映
し
た
計
画
と
し
、

具
体
的
な
整
備
内
容
は
財
政

状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ブ

　

あ
ら
ゆ
る
人
が
孤
立
し
た
り
、

排
除
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
援
護

し
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
包
み
、

支
え
合
う

包
括
的
な
学
校
教
育

Ｑ
学
校
教
育
で
、イ

※

ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
・

教
育
環
境
は
充
足
し
て
い
る

の
か
？

　
ま
た
、義
務
教
育
の
中
で
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
や
Ｓ

※

Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
よ
り
一
層
の
理
解
促

進
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
？

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　
障
が
い
の
あ
る
者
が
、
そ
の
能

力
等
を
最
大
限
に
発
達
さ
せ
、
自

由
な
社
会
に
効
果
的
に
参
加
す
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
目
的
の
も

と
、
障
が
い
の
あ
る
者
と
障
が
い

の
な
い
者
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
国

連
が
定
め
る
国
際
目
標
で
、
17
の

世
界
的
目
標
、
１
６
９
の
達
成
基

準
、
２
３
２
の
指
標
が
あ
る

目
指
す
べ
き
庁
舎
像

Ｑ
今
後
進
め
ら
れ
る
庁

舎
整
備
の
構
想
に
、

誰
も
が
利
用
で
き
る
庁
舎
を

考
え
て
い
る
の
か
？

Ａ		

町
長

　
庁
舎
は
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
妊
婦
・
外
国
人
な
ど
、

様
々
な
人
が
利
用
す
る
施
設

で
あ
り
、新
庁
舎
整
備
で
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
た
、
誰
も
が
安

心
で
快
適
に
利
用
で
き
る
庁

舎
を
目
指
す
。

　
今
年
10
月
頃
に
、
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
委
員
に
障

が
い
当
事
者
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
な
ど
の
専
門

的
知
見
を
持
つ
方
を
加
え
て

い
き
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
を
策
定
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

佐藤　晴彦

問イ※ ンクルーシブが高まる町へ
　答【町長】誰もが安全・快適に利用できる

庁舎整備を目指す

障がいを持つ児童が
安心して学べる特別支援教室（阿小）

採
決
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果・傍
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者
の
声
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０
８
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議　員

商
標
商
標

　
し
か
し
、
他
の
自
治
体
の

取
り
組
み
に
、
名
称
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
一
緒
に
商
標
登
録

し
た
事
例
も
あ
り
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
研
究
・
開
発
や
知

的
財
産
権
を
保
全
す
る
商
標

登
録
は
、
自
治
体
に
重
要
と

認
識
す
る
。

　
令
和
2
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
、
委
託
事
業
の
「
と

ち
ぎ
の
星
を
活
用
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」の
中
で
、

将
来
に
わ
た
り
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
活
用
で
き
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
、
令
和
4
年
度
ま

で
に
開
発
す
る
。「
お
米
の

町
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が

る
ネ
ー
ミ
ン
グ
案
も
含
め

て
、
今
後
の
調
査
・
研
究
を

進
め
、
合
わ
せ
て
商
標
登
録

も
委
託
事
業
者
と
相
談
し
て

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
町
産
米
に
よ
る
、知

名
度
・
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ・地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
、「
お
米
の
町
」と
し
て

商
標
登
録
を
取
得
し
て
は
？

Ａ		

町
長

　
本
町
以
外
の
お
米
の
産
地

で
あ
る
市
町
も
、「
お
米
の

市
・
町
」
と
認
識
さ
れ
る
た

め
、
一
つ
の
自
治
体
で
独
占

は
で
き
な
い
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
産

地
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

県
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
な
が
ら
、
園
地
維
持
を

支
援
し
、
ま
た
改
植
に
係
る

費
用
助
成
は
果
樹
経
営
支
援

対
策
事
業
（
国
庫
）
を
活
用

し
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
後
継
者
確
保
支
援

対
策
は
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
、
新
規
参
入
者
、

後
継
者
の
新
規
栽
培
者
の
経

営
安
定
の
た
め
、
国
の
補
助

事
業
の
活
用
な
ど
、
関
係
機

関
が
一
体
と
な
り
技
術
、
経

営
両
面
で
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

問
商
標
登
録
の
取
得
を

　
答【
町
長
】委
託
業
者

と
相
談
・
検
討

守
ろ
う

本
町
の
美
味
し
い
梨
を

Ｑ
老
木
園
に
対
す
る

改
植
補
助
と
、
生

産
者
の
高
齢
化
に
伴
う
後
継

者
確
保
の
支
援
対
策
は
？

Ａ		
町
長

　
今
年
３
月
に
、
塩
野
谷
地

区
の
梨
産
地
を
維
持
発
展
さ

せ
る
た
め
、
農
協
や
町・県・

共
済
組
合
な
ど
の
関
係
機
関

か
ら
な
る
「
塩
野
谷
地
区
果

樹
梨
産
地
構
造
改
革
計
画
策

定
推
進
協
議
会
（
以
下
、
産

地
協
議
会
）」
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
あ
っ
た
活
力
あ

る
産
地
構
築
を
す
る
た
め
、

「
第
４
次
果
樹
産
地
構
造
改

革
計
画
」
を
策
定
し
た
。

早
期
の
助
成
を
！

Ｑ
４
月
の
降
霜
に
よ

り
被
災
し
た
梨
農

家
に
対
し
、
支
援
対
策
は
？

Ａ		
町
長

　
４
月
の
降
霜
に
よ
り
、
１

市
３
町
が
県
の
災
害
対
策
特

別
措
置
条
例
に
基
づ
き
災
害

指
定
を
受
け
、
本
町
も
含
ま

れ
た
。

　

被
災
農
家
へ
の
支
援
は
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
被
害

の
拡
大
防
止
に
向
け
、

・
防
除
指
導

・
各
講
習
会

な
ど
の
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
助
成
措
置
と
し
て
、

病
害
虫
防
除
用
の
農
薬
購
入

費
用
を
支
援
す
る
た
め
、
必

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
正
予

算
を
計
上
す
る
。

齋藤　武男

問園芸作物の生産対策は
　答【町長】技術・経営両面の支援体制を構築

園
芸

支
援
園
芸

支
援

40年を超える梨の老木

美しい田園は本町のシンボル

降霜被害を乗り越え頑張って
いただきたい（梨の摘果作業）

高
根
沢
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
？

や
っ
ぱ
り
お
米
で
し
ょ
!

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声
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議　員

　
令
和
３
年
度
は
、
Ｐ
Ｒ
動

画
に
よ
る
広
告
宣
伝
を
継
続

し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
20
万

回
の
広
告
動
画
を
再
生
す
る
。

　
ま
た
、
東
京
圏
の
１
０
０

０
名
に
本
町
へ
の
誘
客
・
移

住
が
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ネ
ッ
ト
マ
ー
ケ
ッ
テ
イ
ン
グ

基
礎
調
査
を
実
施
す
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど

を
意
識
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
で
開

催
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
効
果
を
検
証
し
、

様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し

て
関
係
人
口
の
創
出
・
増
加

を
図
っ
て
い
く
。

　
こ
の
事
業
に
関
す
る
連
携

で
は
、
本
町
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
永
続
的
に
す
る
た
め

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
で

あ
り
、Ｊ
Ａ・
商
工
会・
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
、
そ
し
て
個
々

の
農
業
者
・
商
工
業
者
、
な

に
よ
り
町
民
の
協
力
を
得
な

け
れ
ば
、
大
き
な
成
果
を
あ

げ
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
積
極
的
な
事

業
の
推
進
に
努
め
る
。

農
業
か
ら
得
る

「
郷
土
愛
の
醸
成
」

Ｑ
子
ど
も
た
ち
に
、

本
町
の
ア

※

イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、
農
業
を
体
験
学
習
す

る
こ
と
は
有
効
だ
と
思
う
。

　

町
教
育
委
員
会
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く

見
解
は
あ
る
か
？

Ａ		

教
育
長

　
地
域
の
農
業
関
係
者
と
連

携
し
、本
町
の
農
業
や
、「
と

ち
ぎ
の
星
」
を
は
じ
め
農
産

物
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
り
、
郷
土

愛
の
醸
成
に
繋
が
る
。

　
こ
の
観
点
か
ら
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
等
で
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
生
涯
学
習
課
や
児
童
館
で

も
、
様
々
な
農
業
体
験
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
学
校
内
外
の
様
々
な
教

育
・
学
習
活
動
を
通
し
、
引

き
続
き
「
ふ
る
さ
と
高
根
沢

町
を
愛
す
る
こ
ど
も
」
の
育

成
に
努
め
る
。

※
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
（
Ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔｙ
）

　
意
味
は
、「
自
己
同
一
性
」、「
正

体
」、「
身
元
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
分
か
り
や
す
く
云
え
ば
、「
自
分

ら
し
さ
」
や
「
自
分
が
自
分
で
あ

る
こ
と
」
の
認
識
で
、
個
性
や
独

自
性
な
ど
と
理
解
で
き
る
。

Ａ		

町
長

　
こ
の
事
業
は
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
３

年
間
に
渡
り
「
転
入
促
進
・

関
係
人
口
の
創
出
」
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
は
、
首
都
圏

の
若
者
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
、

本
町
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

「
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ・Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
で
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
広
告
宣

伝
を
展
開
し
、
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

オ
ー
ル
高
根
沢
で

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
へ

Ｑ
令
和
２
年
度
か
ら
、

町
産
「
と
ち
ぎ
の

星
」
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
と
、

今
後
の
具
体
的
な
数
値
目
標

は
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
は
、

Ｊ
Ａ
な
ど
の
農
業
団
体
と
の

連
携
が
必
要
と
思
う
が
？

ブ
ラ
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド 小林　栄治

問コロナ禍の今こそ本町のブランド力を
　答【町長】ブランディングを永続的に実施

地方の自然には豊かさが宿る

高根沢の風土で癒されては

嬉
き
々
き
として早苗を植える子どもたち（上高小）
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決
結
果・傍
聴
者
の
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議　員

都
市
計
画
税
を
廃
止
し
て

市
街
地
整
備
は
大
丈
夫
？

Ｑ
町
長
選
の
公
約
で
、

令
和
４
年
度
か
ら

都
市
計
画
税
の
廃
止
を
掲
げ

た
が
、市
街
地
整
備
を
実
施
す

る
う
え
で
、財
源
の
捻
出
は
？

Ａ		

町
長

　
駅
西
側
地
区
の
市
街
地
整

備
事
業
は
、
財
政
状
況
を
見

極
め
、
事
業
の
選
択
と
集
中

を
図
り
、
予
算
を
確
保
し
、

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

工
事
費
は
莫
大
に
！

町
の
財
政
は
大
丈
夫
？

Ｑ
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
の

西
側
地
区
は
、

都
市
計
画
道
路

・
宝
積
寺
西
通
り

・
西
駅
前
通
り

・
南
通
り

跨
線
橋
整
備

・
町
道
１
１
９
号
線
跨
線
橋

を
実
施
す
る
予
定
だ
が
、
財

源
を
含
む
財
政
計
画
は
？

工
事
完
了
ま
で
の

道
の
り
は
長
い

Ｑ
工
事
に
対
す
る
工

期
を
、
ど
の
位
の

期
間
で
考
え
て
い
る
の
か
？

Ａ		

町
長

　

宝
積
寺
西
通
り
、西
駅
前

通
り
の
事
業
期
間
は
、最
短
で

10
年
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

・
道
路
詳
細
設
計

・
道
路
用
地
測
量

・
補
償
物
件
調
査

・
不
動
産
鑑
定

・
事
業
参
加
者
と
の
協
議

・
道
路
用
地
の
取
得

な
ど
の
工
程
が
あ
り
、
工
事

着
工
ま
で
に
５
～
６
年
程
度

要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
工
期
は
、
事
業
参
加
者
と

の
協
議
や
、
合
意
が
得
ら
れ

な
い
と
工
事
が
開
始
で
き
ず
、

現
時
点
で
は
設
定
で
き
な
い
。

事
業
へ
の
住
民
理
解
と

合
意
は
必
須

Ｑ
駅
西
第
二
地
区
の

市
街
地
整
備
方
針

は
、「
沿
道
整
備
街
路
事
業
」

で
あ
る
が
、
住
民
説
明
と
合

意
形
成
を
ど
う
図
る
の
か
？

Ａ		
町
長

　
令
和
２
年
度
に
、
住
民
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
で
中
止
し
た
。

　
そ
の
代
替
え
と
し
て
、
地

権
者
へ
「
概
略
設
計
」・「
沿

道
整
備
街
路
事
業
の
概
要
」

な
ど
の
説
明
資
料
を
郵
送
し
、

情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、「
関
係
地

権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
実
施
と
、

住
民
理
解
を
深
め
る
た
め
の
説

明
会
を
開
催
予
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
実
施
・
開
催
で

き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
注
視
し

つ
つ
模
索
し
、
合
意
形
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

森　　弘子

都
市

整
備
都
市

整
備

問宝積寺旧市街地の整備方針は
　答【町長】財政状況を見極め、

事業の選択・集中で予算を確保する

Ａ		

町
長

　
「
宝
積
寺
西
通
り・駅
前
通

り
」は
、住
宅
密
集
地
を
通
る

こ
と
か
ら
、道
路
築
造
工
事

費
に
加
え
、移
転
補
償
費
が

多
額
に
な
る
予
想
で
あ
る
。

　
南
通
り
は
、
御
幸
坂
の
法

面
拡
幅
工
事
で
、
高
低
差
が

大
き
く
大
規
模
な
工
事
が
必

要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
道
１
１
９
号
線

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
し

て
き
た
中
で
、
工
事
費
の
概

算
額
は
約
15
億
円
で
、
工
事

期
間
は
３
～
４
年
程
度
の
提

示
が
あ
り
、
各
工
事
費
は
膨

大
と
な
る
。

　
財
政
投
入
が
過
大
に
な
ら

な
い
よ
う
、
短
期
整
備
路
線

の
順
位
付
け
を
行
う
。

　
ま
た
、
今
後
、
国
道
４
０

８
号
の
開
通
も
あ
り
、
町
道

１
１
９
号
線
跨
線
橋
の
整
備

は
検
討
課
題
と
判
断
す
る
。

　
そ
の
た
め
、
都
市
計
画
道

路
事
業
を
優
先
に
、
社
会
資

本
総
合
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
、
自
主
財
源
の
縮
減
を
図

り
事
業
完
了
を
目
指
す
。

拡幅した架け替えが望まれる町道119号線跨線橋

整備はいつになる？都市計画道路の延伸予定道路

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声
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レソト王国オリパラ選手団との直接の交流を断念
オンライン交流に転換

全員協議会　５月25日開催

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
高
根
沢

町
は
「
レ
ソ
ト
王
国
」
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
、
事
前
キ
ャ
ン

プ
で
訪
れ
た
選
手
た
ち
と
、

町
民
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ

る
事
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
事
前
キ
ャ

ン
プ
の
受
け
入
れ
を
中
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
際
交
流
の
機

会
や
レ
ソ
ト
王
国
へ
の
理
解

に
つ
な
げ
る
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
で
、
選
手
へ
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
機
会

等
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
展
開
す
る
事
業
案

①
応
援
旗
・
千
羽
鶴
作
成

	

小
中
学
生
と
国
際
交
流
協

会
で
作
成６

～
７
月
で
作
成

②
小
中
学
生
と
レ
ソ
ト
王
国

大
使
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

７
月
開
催

③
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
イ

ベ
ン
ト
中
継

	
い
ぶ
き
・
き
の
こ
の
も
り

で
開
催
予
定
の
聖
火
イ
ベ

ン
ト
会
場
と
大
使
館
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ

８
月
16
日

④
競
技
開
催
前
に
選
手
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
応
援
の
機

運
を
高
め
る

⑤
子
ど
も
達
が
手
紙
に
よ
る

交
流
を
し
、
選
手
た
ち
と

の
つ
な
が
り
を
高
め
る

　
本
町
で
も
、
環
境
問
題
に

対
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を

盛
り
込
ん
だ
施
策
の
組
み
直

し
を
図
り
ま
し
た
。

　
将
来
に
渡
り
、
健
康
で
快

適
な
生
活
を
営
め
、
地
球
環

境
に
貢
献
で
き
る
町
づ
く
り

を
目
指
す
計
画
で
す
。

　
計
画
期
間
は
、令
和
３
年
10

月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
。

　
教
育
・
健
康
・
魅
力
・
環

境
・
安
全
・
行
政
経
営
の
６

つ
政
策
分
野
を
、
将
来
に
向

け
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
理
念
等
を

見
据
え
、
希
望
の
持
て
る
町

を
後
世
に
引
き
継
げ
る
町
を

目
指
す
計
画
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
最
上
位
計

画
で
す
。

　
計
画
期
間
は
、令
和
３
年
10

月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
。

　
こ
の
他
に
、「
元
気
あ
っ
ぷ

計
画（
生
涯
学
習・
ス
ポ
ー

ツ・
男
女
共
同
参
画
な
ど
の

施
策
）後
期
計
画
」や
、「
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
」に

も
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
４「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」・

目
標
５「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
実
現
し
よ
う
」な
ど
の
観

点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
町
民
参
加

で
の
施
策
が
進
ま
な
け
れ
ば
、

持
続
可
能
で
希
望
の
持
て
る

町
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
を

展
開
し
、
明
る
い
未
来
を
拓

き
ま
し
ょ
う
。

東
京
２
０
２
０
競
技
大
会

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業

本
町
の
４
つ
の
計
画
案
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
が
盛
り
込
ま
れ
る

５
～
６
月

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

８
月

　
町
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明

　
町
長
決
裁
に
よ
り
策
定

10
月

　
後
期
計
画
取
り
組
み
開
始

４
つ
の
計
画
案
の

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　SDGsは、持続可能な開発目標のことで、
サスティナブル・デベロップメント・ゴール
ズの頭文字を取りエスディージーズと略称さ
れています。
　2015年９月の国連サミットで採択されたも
ので、国連加盟193か国が2016年から2030年
の15年間で達成するために掲げた目標です。
　17の大きな目標と、それらを達成するための
具体的な169のターゲットで構成されています。

地
域
経
営
計
画

２
０
１
６
後
期
計
画

環
境
基
本
計
画

２
０
１
６
後
期
計
画

レソト王国の国旗

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画

（14）
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ちょっとブレイク

高根沢町の水にまつわる伝説
「おだきさん」

も
う
一
つ
の
伝
説
が

多
く
の
水
伝
説

郷
土
を
豊
か
に
し
て
き

た
水
資
源
を
後
世
に

町
指
定
文
化
財
の
一
つ
に

　
上
高
根
沢
の
廻め
ぐ
り
や谷
地
区
に
、

冬
で
も
澄
ん
だ
水
を
た
た
え

て
い
る
沼
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
沼
の
近
く
の
庄
屋
の

家
に
奉ほ
う
こ
う
づ
と

公
勤
め
を
し
て
い
た

「
お
だ
き
」
は
、
美
人
で
働

き
者
だ
っ
た
の
で
、
庄
屋
の

主
人
や
ま
わ
り
の
人
た
ち
に

可
愛
い
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

庄
屋
に
は
息
子
が
い
て
、

お
だ
き
は
そ
の
息
子
を
好
き

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
庄
屋
の
息
子
に
縁
談
が
持

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
相
手

は
身
分
の
違
う
お
だ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
お
だ
き
は
悲
し
み
と
苦
し

み
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

庄
屋
の
息
子
の
華
や
か
な
婚

礼
の
夜
、
そ
の
沼
に
身
を
投

げ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
彼
女
の
死
を
悼い
た
ん
だ
人
々

は
、
そ
の
沼
を
「
お
だ
き
さ

ん
」
と
呼
び
、
彼
女
の
冥
福

を
祈
る
と
と
も
に
、
家
内
安

全
祈
願
や
豊
作
祈
願
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
の
中
央
部
を
流
れ
て
い

る
五
行
川
周
辺
に
は
、
か
つ

て
「
お
だ
き
さ
ん
」
の
よ
う

な
湧
水
池
が
多
く
あ
り
、
農

業
用
水
と
し
て
米
ど
こ
ろ
高

根
沢
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
土
地
改
良
整
理
事
業
に
よ

り
用
水
路
が
整
備
さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
湧
水
池
は
姿
を
消

し
て
い
き
ま
し
た
が
、「
お

だ
き
さ
ん
」
は
、
在
り
し
田

舎
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る
史

跡
と
し
て
、
町
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、全
国
「
疏
水
百
選
」

や
、
と
ち
ぎ
の
ふ
る
さ
と
田

園
風
景
百
選
に
も
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

家
は
貧
乏
だ
っ
た
が
美
人

で
働
き
者
の「
お
だ
き
」と
い

う
娘
が
、こ
の
沼
の
魚
を
取
っ

て
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
あ
ま
り
に
も
た

く
さ
ん
の
魚
が
獲
れ
て
夢
中

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、沼

の
主
の
怒
り
に
触
れ
、
沼
に

引
き
込
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た

の
で
、そ
の
沼
を「
お
だ
き
さ

ん
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

（
高
根
沢
町
史
民
俗
編
よ
り
）

　

高
根
沢
町
史
民
俗
編
に
、

水
や
川
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が

他
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

水
は
米
作
り
に
欠
か
せ
な
い

た
め
、
多
く
の
伝
説
が
生
ま

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
史
は
、
町
教
育
委
員
会

で
の
購
入
、
図
書
館
で
の
貸

出
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

も
の
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
根
沢
音
頭
に
唄
わ
れ
て

い
る
「
た
ん
た
ん
田
ん
ぼ
の

た
か
ね
ざ
わ
」
を
作
り
あ
げ

て
き
た
湧
水
池
や
用
水
路
な

ど
は
、
大
切
に
守
り
つ
い
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
号
の
議
会
だ
よ
り
で
も
、

そ
の
よ
う
な
水
資
源
を
取
り

上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

哀
れ
な
恋
愛
物
語
を
秘
め
て
眠
る

「
お
だ
き
さ
ん
」

池
の
ほ
と
り
に
は
「
滝
尾
神
社
」

「
日
吉
神
社
」「
水
天
宮
」「
雷
神

社
」
と
、
水
に
関
係
し
た
神
々

が
鎮
座
し
て
い
る

説明板もあるので、訪ねてみよう！

県道の角にひっそりとたたずむ案内板

デジタル化した
高根沢町史民俗編

上高根沢
小学校

安住
神社

大泉
ドライブイン

セブン
イレブン

のびのび
保育園 ローソン

県
道
石
末・真
岡
線

県
道
上
高
根
沢・氏
家
線

県道宇都宮・向田線

おだきさん

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
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町
税
条
例
の
一
部
改
正

説
明　

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
等

に
伴
い
、

・
個
人
町
民
税

（
非
課
税
限
度
額
の
基
準
判

定
・
寄
附
金
税
額
控
除
対
象

の
除
外
）

・
法
人
町
民
税

（
税
率
規
定
）

・
税
務
署
長
の
承
認
廃
止

（
扶
養
親
族
申
告
書
）

・
退
職
所
得
申
告
書

（
電
磁
的
方
法
の
追
加
）

・
軽
自
動
車
税

（
環
境
性
能
割
の
規
定
整
備
・

臨
時
的
軽
減
措
置
の
適
用
期

限
延
長
・
グ
リ
ー
ン
化
特
例

の
延
長
）

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョン
税
制

（
期
間
延
長
）

・
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
関

す
る
特
例

（
廃
止
）

・
固
定
資
産
税

（
特
例
規
定
の
年
度
改
正
・

評
価
額
・
負
担
調
整
措
置
に

よ
る
前
年
度
税
額
の
据
え
置

き
・
東
日
本
大
震
災
に
係
る

特
例
の
延
長
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
の
特
例
創
設

な
ど
の
、
条
例
の
改
正
が
あ

り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
町
税
務
課
へ

６
７
５
Ｉ
８
１
０
３

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
っ
て
な
に
？

　
こ
の
税
制
は
、
特
定
の
医

薬
品
購
入
に
対
す
る
新
し
い

税
制
と
し
て
、
平
成
30
年
か

ら
令
和
4
年
度
ま
で
の
期
間

で
、
医
療
費
控
除
の
特
例
と

し
て
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

　
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
」
は
、
き
ち
ん

と
健
康
診
断
な
ど
を
受
け
て

い
る
人
が
、
特
定
の
医
薬
品

を
購
入
し
た
場
合
に
、
所
得

控
除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
す
。

　
医
療
費
控
除
申
請
額
の
10

万
円
以
上
に
比
べ
、
医
薬
品

の
購
入
金
額
が
1
万
２
０
０

０
円
以
上
で
誰
で
も
申
請
で

き
ま
す
。

条
例
改
正
で
期
間
延
長

　
こ
の
度
の
改
正
で
令
和
4

年
度
ま
で
の
特
例
措
置
期
間

が
、
令
和
9
年
度
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

特
定
医
薬
品
っ
て

な
に
で
分
か
る
の
？

　
公
助
対
象
の
特
定
医
薬
品

に
は
、
目
印
と
な
る
マ
ー
ク

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

控
除
の
対
象
に
な
ら
な

い
事
は
あ
る
の
？

　
当
然
で
す
が
、
控
除
対
象

で
は
な
い
医
薬
品
の
購
入
や
、

購
入
額
が
1
万
２
０
０
０
円

に
達
し
て
な
い
方
、
医
療
費

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は

対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

　
詳
細
や
申
請
方
法
は
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
」
を
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

４月
臨時会

可決
原
案
全
て
を

税法の改正でお得になってるかも？
興味を持とう「税金制度」
専決処分で町税などを一部改正

第
４
０
７
回
議
会
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

　
臨
時
会
は
、
令
和
3
年
4
月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
条
例
の
一
部
改
正
（
町
税
・
都
市
計
画
・
国
保
・
介
護
保
険
）
と
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会
計
・

国
保
特
会
・
介
護
特
会
）
の
町
長
専
決
処
分
7
件
の
承
認
の
ほ
か
、
議
員
発
議
の
会
議
規
則
の
一
部
改
正
、　
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

私
に
も
関
係
す
る
か
も
っ
？

と
思
っ
た
ら
、ま
ず
確
認
を

お
得
な
制
度
か
も
？

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
活
用
し
て
は

マークが入っている医薬品の一例

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画

（16）
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延
長
に
な
り
ま
す

国
保
・
介
護
保
険
料
の

減
免
措
置

説
明

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、「
国

民
健
康
保
険
税
」・「
介
護
保

険
料
」
の
減
免
を
令
和
２
年

度
分
と
し
て
い
た
が
、「
令

和
4
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
納
付
期
限
が
設
定
さ
れ
て

い
る
も
の
」
に
変
更
・
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
町
税
務
課
へ

６
７
５
Ｉ
８
１
０
３

※
令
和
2
年
度
減
免
を
行
っ

た
件
数
と
金
額

　
国
民
健
康
保
険
税

件
数　
　
　
　
　
　

  

59
件

金
額　
　
　
１
１
７
２
万
円

　
介
護
保
険
料

件
数　
　
　
　
　
　

  

25
件

金
額　
　
　
　
１
９
６
万
円

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
前
の
予
算
額　

　
１
５
０
億
９
５
０
０
万
円

補
正
後
の
予
算
額

　
１
４
８
億
２
０
０
０
万
円

主
な
歳
入
は
、

〇
町
た
ば
こ
税１

３
４
９
万
円

〇
自
動
車
重
量
譲
与
税

６
０
１
万
円

〇
地
方
消
費
税
交
付
金

２
５
３
６
万
円

〇
特
別
交
付
税３

５
１
５
万
円

〇
環
境
性
能
割
交
付
金

△
７
５
４
万
円

〇
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
交
付
金
（
国
）

１
９
０
７
万
円

〇
学
校
施
設

　
環
境
改
善
交
付
金
（
国
）

△
９
６
６
万
円

〇
医
療
介
護
総
合

　
確
保
基
金
交
付
金
（
県
）

△
1
億
４
１
８
３
万
円

〇
畜
産
担
い
手
育
成

　
総
合
事
業
費
補
助
金（
県
）

△
８
６
６
万
円

主
な
歳
出
は
、

〇
財
政
調
整
基
金

７
９
３
９
万
円

〇
地
域
密
着
型
特
別
養
護

　
老
人
ホ
ー
ム
整
備
費

　
補
助
事
業
費

△
1
億
６
２
１
３
万
円

〇
産
科
誘
致
補
助
事
業
費

△
1
億
円

〇
給
食
施
設
設
備
管
理
費

△
６
３
３
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
時
間
短
縮
協
力
金
事
業
費

２
６
３
万
円

〇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
予
防
接
種
委
託

△
８
０
０
万
円

〇
健
康
診
査
委
託

△
１
０
０
０
万
円

〇
保
育
事
務
費△

８
６
７
万
円

　
交
付
金
等
は
、
事
業
実
績

に
と
も
な
い
額
が
確
定
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
9
月
定
例
会
で
は

各
種
会
計
の
決
算
審
議
が
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
内
容
は
次

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
学
校
事
業
債
補
正

補
正
前
限
度
額

４
億
１
４
５
０
万
円

補
正
後
限
度
額

２
億
８
０
０
０
万
円

説
明　

　
東
小
学
校
の
解
体
工
事
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
な
ど
に
関

し
て
は
国
の
交
付
税
措
置
が

あ
り
、
解
体
工
事
自
体
は
交

付
税
措
置
が
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
起
債
（
借
金
）
を
取
り
や

め
、
一
般
財
源
で
補
う
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

道
路
橋
梁
事
業
債

補
正
前
限
度
額８

５
２
０
万
円

補
正
後
限
度
額８

２
０
０
万
円

説
明　

　
砂
部
工
業
団
地
東
側
井
沼

川
の
橋
の
架
け
替
え
更
新
事

業
費
や
駅
西
第
一
土
地
区
画

整
理
地
内
の
道
路
工
事
な
ど

の
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

費
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

高
根
沢
町
議
会

会
議
規
則
一
部
改
正

主
な
改
正
内
容

　
昭
和
50
年
に
議
会
規
則
が

定
め
ら
れ
、
そ
の
当
時
の
社

会
状
況
が
示
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。

　
現
代
社
会
の
状
況
を
踏
ま

え
、
男
女
の
議
員
が
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
の
一
環
で
、

議
会
の
出
欠
事
由
を
整
備
し

ま
し
た
。

・
公
務　
・
傷
病　
・
出
産

・
育
児　
・
看
護　
・
介
護

・
配
偶
者
の
出
産
補
助

・
そ
の
他

　
や
む
を
得
な
い
事
由

　
ま
た
、
議
会
傍
聴
で
、
議

場
へ
の
持
ち
込
み
禁
止
物
の

明
記
を
変
更
し
ま
し
た
。

・
銃
器　
・
刃
物
の
ほ
か
人
に

危
害
を
加
え
、も
し
く
は
迷
惑

を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
物

・
看
板　
・
張
り
紙　
・
旗

・
プ
ラ
カ
ー
ド　
・
メ
ガ
ホ
ン

な
ど
が
記
さ
れ
ま
し
た
。

井沼川の橋の架け替え工事

旧東小解体で更地となった状況

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
っ
て
な
に
？

　
こ
の
税
制
は
、
特
定
の
医

薬
品
購
入
に
対
す
る
新
し
い

税
制
と
し
て
、
平
成
30
年
か

ら
令
和
4
年
度
ま
で
の
期
間

で
、
医
療
費
控
除
の
特
例
と

し
て
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

　
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
」
は
、
き
ち
ん

と
健
康
診
断
な
ど
を
受
け
て

い
る
人
が
、
特
定
の
医
薬
品

を
購
入
し
た
場
合
に
、
所
得

控
除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
す
。

　
医
療
費
控
除
申
請
額
の
10

万
円
以
上
に
比
べ
、
医
薬
品

の
購
入
金
額
が
1
万
２
０
０

０
円
以
上
で
誰
で
も
申
請
で

き
ま
す
。

交
付
金
等
が
確
定
し

最
終
補
正

施
行
か
ら
46
年

や
っ
と
改
正
に

借
金
は
計
画
的
に

 

3
つ
の
事
業
債
を
補
正

安
全・快
適
な
暮
ら
し
に

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画
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各議員の賛否!! 第407回臨時議会（令和３年度４月）
議案と審議結果

上程された議案＆概要
賛成：〇　　　反対：×

※　小林栄治議員は議長のため採決に加わりません。

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
武
男

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

結
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

専決処分の承認　第２～８号（一括上程）
　地方税法等の一部改正により、「町税」・「都市計画税」条例の
一部改正が２件。
　新型コロナの影響による国保・介保税の減免措置を延長する
ため「国民健康保険税」・「介護保険」条例の一部改正が２件。
　「一般会計」と「国民健康保険・介護保険特別会計」の３会計
で補正があり、　処分は承認されました。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 原案承認 P16,17

議会会議規則の一部改正
　欠席する事由において、出産・育児・介護などの明記と、請
願手続きの押印を自署または記名押印にすること、議場に入る
者の携帯品の規定などを改正しました。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 原案可決 P17

県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙
　町選出議員である加藤町長の任期が令和３年４月20日で満了
となり、後任の選挙を行いました。 加藤町長の再任を決定 ――

　
正
副
議
長
お
よ
び

各
委
員
会
構
成
の
変
更

　

今
回
の
正
副
議
長
の
交
代

と
、
齋
藤
誠
治
議
員
が
町
長

選
挙
出
馬
に
よ
る
自
動
失
職

と
な
り
、
欠
員
が
生
じ
た
こ

と
で
、
各
委
員
会
の
構
成
に

変
更
が
生
じ
ま
し
た
。

小
林
栄
治
議
員

⃝

議
長

⃝

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
⇦

⃝

建
設
産
業
常
任
委
員
会

⃝

議
会
運
営
委
員
会

鈴
木
伊
佐
雄
議
員

⃝

副
議
長

⃝

広
報
特
別
委
員
会

　
⇦

⃝

議
長

⃝

広
聴
特
別
委
員
会

⃝

塩
谷
広
域
行
政
組
合
議
会

中
山
喜
美
一
議
員

⃝

副
議
長

森
弘
子
議
員

⃝

議
会
活
性
化
特
別
委
員

全議案の議決採決

小
林
栄
治
議
員

県
の
地
方
自
治
功
労
者

表
彰
を
受
賞

議
員
と
し
て
長
年

地
方
自
治
に
貢
献

　

本
年
６
月
15
日
に
、
県

公
館
大
会
議
室
で
、
県
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
小
林
栄

治
議
員
が
、
地
方
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
振
興

に
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
の
感
想

　
こ
の
度
の
受
賞
は
、
望ぼ
う
外が
い

の
喜
び
で
あ
り
、
ひ
と
え
に

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お

か
げ
と
大
変
光
栄
に
存
じ
て

お
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
現
代

社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
お
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
気
候
の
温
暖
化
、

少
子
高
齢
化
に
端
を
発
し
た

人
口
減
少
な
ど
、
地
域
の
く

ら
し
は
空
洞
化
が
目
立
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
最
中
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
同
化
し
な
が
ら
も
、
高

齢
者
な
ど
の
要
介
護
者
の
増

加
を
は
じ
め
、
様
々
な
生
活

課
題
や
都
市
と
地
方
の
生
活

格
差
を
解
消
し
て
行
く
意
識

を
持
ち
続
け
、
本
町
の
望
ま

し
い
在
り
方
を
町
民
の
方
々

と
フ
ェ
イ
ス　
to　
フ
ェ
イ

ス
で
言
葉
を
交
わ
し
て
行
き

た
い
と
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画
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を
図
る
事
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
１
０
０
年
前
に
、
ス
ペ
イ

ン
風
邪
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

起
こ
り
、
世
界
恐
慌
ま
で
発

展
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
本
町
の
経
済
状
態
は
落

ち
込
ん
で
お
り
、
結
果
と
し

て
町
の
財
政
運
営
は
危
機
感

を
持
つ
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
次
の
世
代
に
負

担
を
残
さ
な
い
施
策
の
見
直

し
や
、
新
た
な
施
策
構
築
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

こ
の
町
に
暮
ら
す
全
て
の
町

民
の
方
が
、
笑
顔
で
日
々
を

送
り
、「
や
っ
ぱ
り
高
根
沢

が
一
番
」
と
思
え
る
町
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
を
、
私
の

目
標
に
掲
げ
行
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
皆
様
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
高
根
沢
町
議
会

副
議
長
と
し
て
就
任
し
、
そ

の
職
務
の
重
要
性
を
深
く
認

識
す
る
と
と
も
に
全
力
で
職

務
を
全
う
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
所
存
で
す
。

　
私
た
ち
の
心
の
奥
底
に
は
、

古
来
よ
り
「
一
致
団
結
す
る

心
と
耐
え
る
精
神
」
が
あ
り

ま
す
。

　
緩ゆ
る
み
な
い
自
制
と
弛た
ゆ
み
な

い
結
束
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
な
い
環
境
づ
く
り
を
構

築
す
る
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
集
団
免
疫
を
獲

得
す
る
こ
と
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
終
息
さ

せ
る
こ
と
に
、
大
き
く
前
進

い
か
に
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
、
制
度
設
計
に

繋
げ
ら
れ
る
か
が
、
い
ま
私

た
ち
議
会
に
望
ま
れ
て
い
る

と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
町
民
・
議
会
・
行
政
と
風

通
し
の
良
い
環
境
を
作
り
、

皆
が
協
働
の
も
と
で
ま
ち
づ

く
り
が
出
来
れ
ば
、
皆
様
が

納
得
の
い
く
ま
ち
づ
く
り
に

繋
が
る
最
短
の
道
筋
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
無

い
難
局
の
時
で
は
あ
り
ま
す

が
、
明
る
い
未
来
を
目
指
し
、

町
民
の
笑
顔
が
溢
れ
る
、

「
ち
ょ
う
ど
い
い
暮
ら
し
」

を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
と

も
に
協
力
し
合
い
、
実
現
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
な
い
町　
高
根
沢
」
に
な

る
よ
う
全
身
全
霊
を
か
け
て

取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
、
就

任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ば
れ
る
新
た
な
生
活
様
式
で

の
暮
ら
し
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
な
り
ま
し
た
。

　
行
政
の
責
務
は
、
町
民
の

生
命
と
財
産
、
そ
し
て
暮
ら

し
を
守
る
の
が
最
大
の
責
務

で
あ
り
、
２
元
代
表
制
の
一

翼
で
あ
る
私
た
ち
議
会
は
、

当
然
な
が
ら
同
じ
責
務
が
あ

り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
暮
ら
し
が

窮
屈
に
な
っ
て
い
る
方
や
、

商
売
を
営
む
方
の
経
済
活
動

が
滞
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
る
と
、
町
民
の

代
表
機
関
で
あ
る
議
会
は
、

行
政
に
町
民
の
声
を
真
剣
に

訴
え
か
け
、
政
策
を
提
言
し
、

皆
様
の
暮
ら
し
に
安
心
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
が
描

く
、「
ち
ょ
う
ど
い
い
暮
ら

し
」
を
守
り
育
み
な
が
ら
、

　
こ
の
度
、
歴
史
あ
る
高
根

沢
町
議
会
議
長
に
就
任
し
、

そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　
私
が
議
会
議
員
に
な
っ
た

所
信
を
鑑
み
、
町
民
の
皆
様

の
負
託
に
十
二
分
に
応
え
ら

れ
る
議
会
を
目
指
し
、
し
っ

か
り
と
こ
の
職
を
務
め
ら
れ

る
よ
う
、「
一
緒
懸
命
」
努

め
る
所
存
で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で

猛
威
を
振
る
い
、
本
町
で
も

例
外
な
く
町
民
の
皆
様
の
暮

ら
し
に
変
化
を
与
え
、

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
と
呼

【
第
55
代
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
】

【
第
60
代
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
】

新たな正・副議長の就任
町民の皆様それぞれの

『ちょうどいい暮らし』を守り育む町へ

鈴木伊佐雄議長

中山喜美一副議長
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交
通
事
情
の
改
善
を

要
望
③　
上
高
根
沢
木
内
地

区
の
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

県
道
に
信
号
機
の
設
置
を
。

回
答　
例
年
、
県
警
本
部
が

「
信
号
機
・
大
型
標
識
の
要

望
お
よ
び
調
査
」
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
今
年
度
の
要
望

に
加
え
る
。

　

こ
の
他
に
、「
園
芸
作
物

の
推
進
」・「
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
料
金
見
直

し
」・「
五
行
川
災
害
対
応
」

に
つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
地
域
へ

要
望
②　
北
区
の
道
路
は
、

地
域
住
民
の
防
災
体
制
を
考

慮
す
る
と
大
変
不
安
な
状
況

で
あ
り
、
早
急
な
対
応
を
。

回
答　
計
画
的
・
効
率
的
な

整
備
の
た
め
「
道
路
網
整
備

計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。

　
雨
水
排
水
対
策
で
は
、
野

元
川
に
放
流
す
る
整
備
を
計

画
し
て
い
る
が
、
莫
大
な
費

用
が
掛
か
る
た
め
、
財
政
状

況
を
考
慮
し
、
宝
積
寺
駅
西

地
区
の
都
市
計
画
道
路
２
路

線
の
整
備
終
了
後
の
検
討
事

項
に
な
る
。

花
岡
地
域
の
発
展
に

要
望
①　
マ
ニ
ー
㈱
が
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
所
有
地
に
進
出
す

る
こ
と
で
、
下
野
花
岡
駅
周

辺
の
地
域
発
展
・
農
地
整
備

が
期
待
さ
れ
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
展
開
と
、
駅
舎
の
線

路
南
側
へ
の
移
設
を
。

回
答　
市
街
化
調
整
区
域
で

開
発
が
難
し
い
が
、
地
域
か

ら
提
案
が
あ
れ
ば
、
適
切
な

助
言
や
関
係
機
関
と
の
調
整

を
行
う
が
、
マ
ニ
ー
㈱
が
操

業
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、

農
地
活
用
や
駅
舎
に
つ
い
て

は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で

事
故
回
避
！

要
望
③　
阿
中
生
の
自
転
車

マ
ナ
ー
が
悪
く
、
危
険
性
が

高
い
の
で
、
自
転
車
登
下
校

の
指
導
徹
底
を
。

回
答　
阿
中
生
徒
会
が
中
心

に
作
成
し
た
「
交
通
安
全

マ
ッ
プ
」
に
よ
り
、
生
徒
の

交
通
安
全
意
識
に
効
果
が
で

始
め
た
。

　
今
年
度
は
事
故
の
恐
ろ
し

さ
を
伝
え
る
た
め
、
ス
タ
ン

ト
マ
ン
に
よ
る
実
演
で
の
交

通
安
全
教
室
も
実
施
す
る
考

え
で
い
る
。

　

こ
の
他
に
、「
国
体
等
に

関
す
る
周
知
」
を
要
望
し
ま

し
た
。

路
上
遊
び
に

　
　
　
警
鐘
を
！

要
望
②　
下
校
後
の
子
ど
も

た
ち
が
道
路
で
遊
び
、
交
通

事
故
の
危
険
が
あ
る
。

　
下
校
後
の
遊
び
に
つ
い
て
、

指
導
の
徹
底
を
。

回
答　
学
校
や
教
育
委
員
会

で
は
、
帰
宅
時
間
・
遊
ぶ
時

の
マ
ナ
ー
な
ど
の
指
導
・
啓

発
を
し
て
い
る
。

　
下
校
後
の
対
応
は
、
家
庭

教
育
だ
が
、
学
校
と
家
庭
が

連
携
し
て
指
導
す
る
必
要
が

あ
り
、
様
々
な
方
法
で
更
な

る
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
も

見
守
り
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
連
携
し
て
児
童
・
生

徒
の
指
導
を
進
め
て
い
く
。

遊
具
の
劣
化
は

ど
う
す
る
の
？

要
望
①　
経
年
劣
化
の
公
園

遊
具
は
、
事
故
や
け
が
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

最
低
限
の
遊
具
設
置
か
、

全
撤
去
の
検
討
を
。

回
答　
公
園
遊
具
の
課
題
と

し
て
、
経
年
劣
化
・
管
理
費

の
増
加
・
新
遊
具
の
設
置
な

ど
が
あ
る
。

　
現
在
設
置
の
遊
具
を
、
利

用
者
が
安
全
に
使
用
で
き
る

よ
う
適
切
に
点
検
や
修
繕
を

し
、
可
能
な
限
り
維
持
す
る

考
え
で
あ
り
、
修
繕
不
能
の

場
合
は
、
公
園
規
模
に
あ
っ

た
遊
具
を
新
設
す
る
。

暮
ら
し
の
中
の
課
題
解
決
を

「
晨
光
の
会
」
か
ら
町
へ
の
要
望

ま
ち
の
活
性
化
・
安
全
性
向
上
を
目
指
す

「
公
明
」・「
政
友
会
」・「
親
和
会
」
か
ら
町
へ
の
要
望

提言書、要望書と町の
回答の全文はこちら

修繕された宝石台あおぞ
ら公園の遊具

駐車場がある南側に改札を
（下野花岡駅）

排水機能を持つ道路整備は急務
では？（北区地内の道路）
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果・傍
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町議会の情報を発信中！電子書籍

登録方法
アプリをダウンロードしよう

　お使いの機種でどちらかにアク
セスして「Facebook」を検索

登録方法
アプリをダウンロードしよう

　お使いの機種でどちらかにアクセス
して『マチイロ』を検索

　現在地のほか、興味ある分野（子ど
も・健康・まちづくりなど）や、性別と生
年月日などを設定。

　追加の広報誌を選んだら

広報誌の追加
　［広報紙を探す］の画面が表示され
たら、①現在地 ②キーワード ③地域
のうち、好きな方法で検索

　案内に従い、氏名や生年月日な
どを入力

　自分のアカウント（利用権）がで
きたら、「高根沢町議会」を検索

　

昨
今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
電

子
媒
体
の
発
展
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー

ル
と
し
て

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

・
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ

・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

・
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

な
ど
か
ら
様
々
な
情
報
が
発
信
さ
れ
、

現
在
で
は
国
・
都
道
府
県
・
地
方
自

治
体
の
行
政
機
関
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
住
民
の
皆
様
に
情
報
を
届
け
て
い

ま
す
。

　

当
議
会
で
は
、
以
前
か
ら
行
っ
て

い
る
一
般
質
問
の「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

配
信
の
ほ
か
、
議
会
だ
よ
り
を
ス
マ

ホ
等
で
見
ら
れ
る
「
マ
チ
イ
ロ
」
と

い
う
ア
プ
リ
を
使
っ
た
情
報
の
電
子

化
、
そ
し
て
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で

議
会
の
動
き
を
発
信
し
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
情
報
を
得
ら
れ
、
開
か
れ

た
議
会
や
議
会
へ
の
理
解
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
方

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
こ
と
の
な
い

方
や
、
電
子
化
し
た
議
会
情
報
を
見

た
こ
と
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
み
て
は

議
会
情
報
発
信
局
は

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
を

は
じ
め
ま
し
た
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こ
の
実
験
で
使
用
す
る
機

器
は
３
種
類
で
、

①
水
位
セ
ン
サ
ー

　
田
ん
ぼ
の
水
位
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
れ
ま
す
。

②
給
水
ゲ
ー
ト

　
田
ん
ぼ
に
行
か
な
く
て
も
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
給
水
・

止
水
が
行
え
ま
す
。

③
育
苗
温
度
管
理
シ
ス
テ
ム

　
ハ
ウ
ス
で
の
育
苗
で
、
設

定
温
度
に
変
化
が
あ
る
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
知
が
来

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
る
、
有
効
性

の
確
認
を
検
証
し
ま
す
。

実
験
の
内
容
は
？

　
応
募
事
業
者
で
、
水
田
水

管
理
シ
ス
テ
ム
を
取
り
扱
う

「
㈱
ｆ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
」
と
、
7

名
の
選
考
さ
れ
た
農
業
者
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
実
証
実

験
を
行
い
ま
す
。

な
に
が
目
的
？

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
、
後

継
者
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た

め
に
、
安
定
的
に
取
り
組
む

担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
効

率
的
な
農
地
利
用
の
た
め
の

集
積
・
集
約
化
を
は
じ
め
、

生
産
性
向
上
と
省
力
化
の
た

め
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
・
定
着
化
な
ど
を
視
野
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
拡
大
を
図
る
事
業
者
に
、

実
証
実
験
の
場
を
提
供
し
、

本
町
で
の
有
効
性
を
確
認
し
、

農
業
経
営
の
効
率
化
や
、
所

得
向
上
を
目
指
す
た
め
、「
水

田
農
業
確
立
対
策
室
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
事
業
を
始
め
ま

し
た
。 実

証
実
験
が

始
ま
り
ま
し
た

ス
マ
ホ
で
水
管
理

が
で
き
る
時
代

ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る
農
業
者
の
声

スマート農業で変わる
高根沢の農業の展望

　現在、一定温度になると水
が自動で流れるウォーター
カーテンを使っており、今後は
土壌の水分量を感知し、自動
で灌水できる装置があれば、
よりよい栽培ができるので、
機器の発展に期待しています。

　スマート農業は、これからの
農業のトレンドを分かりやすく
表現している言葉であると思
います。
　その技術や機材は、導入して
も直接的・根本的には変わら
ないと思うが、人の判断が最も
結果につながると思います。

　今後、高齢化と重労働のた
め労働力の確保が課題となり、
そのためにもＩＣＴやロボット
等の新技術を今後の経営に導
入していきたいと考えています。

増マ
ス
ブ
チ渕

　
恵ケ

イ
司ジ
さ
ん（
上
阿
久
津
）

　
　
生
産
作
物

　
ネ
ギ

加カ

藤ト
ウ

　
康ヤ

ス
ヒ
ロ宏

さ
ん
（
石
末
）

　
　
生
産
作
物

　
イ
チ
ゴ

古 コ
口グ

チ
　
善ヨ

シ
ノ
ブ臣

さ
ん（
上
柏
崎
）

　
　
生
産
作
物

　
梨

水
量
は
ど
こ
で
測
る
の
？

ご
み
は
大
丈
夫
？

　
　
　
　（
給
水
ゲ
ー
ト
）　

　
　
　 （
水
位
セ
ン
サ
ー
）
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４
月

・	
実
証
実
験
に
使
用
す
る
製

品
の
納
品

５
月
10
日

・
水
位
セ
ン
サ
ー
設
置

６
月
２
日

・
給
水
ゲ
ー
ト
設
置

８
月
中
旬

・
現
地
検
討
会
の
開
催

９
月
上
旬

・	

㈱
ｆ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
か
ら
の
実

証
実
験
の
実
績
報
告

９
月
中
旬

・
農
事
組
合
へ
の
情
報
提
供

と
要
望
調
査

　
こ
れ
ら
を
行
っ
た
う
え
で
、

補
助
事
業
や
次
年
度
の
事
業

実
施
を
検
討
し
ま
す
。

実
験
協
力
者・事
業
者
の
意
気
込
み

実
証
実
験
後
に

期
待
さ
れ
る
効
果

先
端
技
術
の
導
入
で

持
続
可
能
な
農
業
へ

　
ロ
ボ
ッ
ト・Ａ
Ｉ・Ｉ
Ｏ
Ｔ
な

ど
、先
端
技
術
を
活
用
す
る
農

業「
ス
マ
ー
ト
農
業
」の
普
及
で
、

①
作
業
の
効
率
化

　
ス
マ
ホ
で
操
作
す
る
水
管

理
シ
ス
テ
ム
や
ロ
ボ
ッ
ト
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
活
用
で
、

自
動
・
省
力
化
が
で
き
る
。

②
情
報
共
有
の
簡
易
化

　
位
置
情
報
と
連
動
し
た
経

営
管
理
ア
プ
リ
の
活
用
で
、作

業
の
記
録
を
デ
ジ
タ
ル・自
動

化
し
、熟
練
者
で
な
く
て
も
生

産
活
動
の
主
体
に
な
れ
る
。

③
デ
ー
タ
の
活
用

　
ド
ロ
ー
ン
・
衛
星
に
搭
載

し
た
セ
ン
サ
ー
な
ど
で
計
測

し
た
、
様
々
な
情
報
を
数
値

化
し
た
記
録
や
、
気
象
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
解
析
し
、
農
作
物

の
生
育
・
病
害
虫
の
発
生
を

予
測
す
る
、
高
度
な
農
業
経

営
な
ど
、
現
在
の
農
業
課
題

を
改
善
し
、
農
業
者
の
生
産

意
欲
が
高
ま
る
。

　
と
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

　私たちが開発した製品は全て農家さんと共につくってきたと言って
も過言ではありません。
　はじめて水管理の大変さを知った時、なんとか皆様の役に立ちたい、
という思いから水位センサーを開発しました。
　はじめはトラブルも多くご迷惑をおかけしてばかりでしたが、皆様
懲りずに助言や開発に協力していただいたおかげで使いやすい製品が
でき、今では全国から引き合いが絶えない人気の商品となっています。
　実は私の創業の地が宝積寺ということもあり、皆様と共に発展して
いけることを嬉しく思っております。

実
証
実
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

㈱farmo代表取締役
永
ナガ
井
イ
　洋
ヒロ
志
シ
さん

　先輩方がファーモを活用し、
ハウス内の環境をデータ化し
て、栽培管理に大いに役立て
ており、私もこれからファーモ
を取り入れ、より適切な管理・
収量増を目指していこうと思
います。

　AＩで土壌の状態、水分、
肥料の管理ができるようにな
れば、品質や収益の向上につ
ながっていくと思います。
　しかし、経費増加につなが
ると考えると課題です。

　３年前に「みどりクラウド」を
導入しました。
　ハウス内の様々な数値の見
える化で、過去のデータを比
較し、明確な目標値を持って、
トマトの管理に生かすことが
できています。

藤フ
ジ

田タ

　
靖ヤ

ス
子コ
さ
ん
（
中
阿
久
津
）

　
　
生
産
作
物

　
ニ
ラ

阿ア

ク

ツ
久
津

　
浩コ

ウ
イ
チ一

さ
ん（
大
谷
）

　
生
産
作
物

　
ア
ス
パ
ラ

小コ

池イ
ケ

　
英ヒ

デ
ユ
キ行

さ
ん（
花
岡
）

　
　
生
産
作
物

　
ト
マ
ト

　遠い圃場の水回りにかかる時
間や移動による燃料費等を削減
できれば、導入コストを鑑みて
もメリットがあると思います。
スマート農業に興味があったの
で、今回の事業を機会に町でも
普及することを期待しています。

　毎日、朝夕の状況を作業日
誌に記録し、実績報告するの
は大変ですが、より良い結果
になるよう頑張るとともに、
今後多くの農家でスマート農
業が普及し、農業経営の効率
化につながることを期待しま
す。 見

ケンモク
目　智

サト
史
シ
さん

（上高根沢）
齋
サイトウ
藤　和

カズ
也
ヤ
さん
（桑窪）

採
決
結
果・傍
聴
者
の
声

第
４
０
８
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
議
一

般

質

問
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
第
４
０
７
回
臨
時
会

会

派

要

望
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

特

別

企

画

（23）
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∞プロフィール∞

小
オ ノ
野口
グチ
　弘
ヒロシ
さん

お住まい：文挾
趣　　味：海外旅行
職　　業：コンサルタント

いつ起こるか分からない

『自然災害』

地域の防災力を高めよう！

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

中
山　
夏
本
番
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
急
な
気
象
変
化

や
大
型
台
風
な
ど
に
よ
る

災
害
が
、
ま
た
ど
こ
か
で

起
き
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
、
ど
の

様
な
意
識
を
持
つ
べ
き

か
、
防
災
士
で
あ
る
小
野

口
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

中
山　
な
ぜ
防
災
士
の
資

格
を
取
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
か
？

小
野
口　
昭
和
61
年
の
台

風
10
号
で
は
、
市
の
堀
用

水
が
決
壊
し
、
私
が
住
む

文
挾
地
域
を
含
む
広
範
囲

が
浸
水
し
、
腰
当
た
り
ま

で
水
位
が
上
が
り
、
恐
怖

を
覚
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
台
風
だ
け
で

な
く
、
地
震
・
噴
火
・
津

波
な
ど
様
々
な
災
害
を
知

り
、
ま
た
東
日
本
大
震
災

を
経
験
し
、
防
災
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
た
と
こ

ろ
、
町
が
防
災
士
資
格
取

得
の
助
成
を
し
て
い
る
事

を
知
り
、
こ
れ
を
機
に
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

中
山　
私
自
身
も
、
防
災

と
い
う
こ
と
は
常
に
意
識

し
て
お
り
、
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
の
中
で
防
災

対
策
を
す
れ
ば
、
命
を

し
っ
か
り
と
守
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
辺
に
関

し
て
の
見
解
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

小
野
口　
「
自
助
」
は
、

何
よ
り
も
大
切
で
、
誰
か

を
あ
て
に
す
る
こ
と
な
く

自
ら
考
え
最
善
の
行
動
を

し
、
「
共
助
」
は
、
隣
近

所
や
地
域
の
中
で
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
「
災
害

弱
者
」
を
い
か
に
守
る
た

め
に
協
力
で
き
る
か
だ
と

思
い
ま
す
。

 

「
公
助
」
は
、
避
難
所
や

情
報
の
受
発
信
、
災
害
後

の
ア
フ
タ
ー
な
ど
、
「
自

助
・
共
助
」
で
ど
う
に
も

な
ら
な
い
部
分
を
行
政
に

担
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
し
っ
か
り
こ

な
せ
ば
、
災
害
に
負
け
な

い
町
が
築
か
れ
る
と
思
い

ま
す
。

中
山　
防
災
士
と
し
て
の

活
動
や
、
そ
れ
に
関
連
す

る
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

小
野
口　
私
の
住
む
地
域

に
は
防
災
組
織
が
４
年
ほ

ど
前
に
で
き
、
地
域
の
防

災
訓
練
で
は
平
常
時
の
防

災
・
災
害
発
生
時
の
防
災

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
西
小
学

校
の
児
童
に
防
災
の
講
演

を
し
ま
し
た
。

中
山　
最
後
に
行
政
に
望

む
こ
と
は
？

小
野
口　
自
主
防
災
組
織

や
、
防
災
士
取
得
助
成
な

ど
本
町
の
防
災
に
対
し
て

の
意
識
は
強
い
と
感
じ
て

お
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
学
校
教
育
で
の

防
災
授
業
の
拡
充
と
、
避

難
所
の
備
蓄
品
（
高
齢
者

や
女
性
に
対
す
る
物
資
）

の
充
実
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　

こ
の
度
、
小
野
口
さ
ん

に
取
材
し
、
平
常
時
か
ら

の
備
え
や
訓
練
の
大
切

さ
、
災
害
発
生
時
に
冷
静

な
行
動
の
必
要
性
な
ど
、

町
民
一
人
一
人
が
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
る
こ
と

で
、
本
町
は
災
害
に
負
け

な
い
町
へ
と
さ
ら
に
前
進

す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
れ
る
町
と
な
る
よ
う
、

議
会
と
し
て
行
政
へ
施
策

提
言
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
防
災
士
と
し
て
、
地
域
や
学

校
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
躍

す
る
小
野
口
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

災
害
に
負
け
な
い

未
来
づ
く
り

防
災
に
対
す
る町

の
責
務

大
切
な
の
は

　  

自
分
の
命
は

　
　
　 

自
分
で
守
る

防
災
に
対
す
る
使
命

太田地区防災計画策定事業で
防災士としての役割を担う小野口さん

防災の大切さを教える小野口さん
（西小のマイ・タイムライン作成講座）
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